
- 1 -

【学校教育目標】ひとみ輝く 嘉島西っ子の育成 【校訓】強い子、よい子、賢い子

★新校舎内覧会

１月２６日（水）穏やかな青空のもと、嘉島西小学校の新校舎内覧会が行われ
ました。感染防止ということで、荒木町長のご挨拶の後、校舎を見て回るというごく
短い時間での内覧会でしたが、議員の皆様、区長の皆様に新しい校舎ご覧いた
だくことができました。
木の香りが漂う平屋建ての６教室と広い廊下、開放的な中庭。保護者の皆様

にも、機会を作り、ぜひご覧いただきたいと思います。教室としての使用は次年度か
らですが、６年生も、卒業前に何かの形で使う場を設けられればと考えています。

★受賞おめでとう！「ごはん・お米とわたし 作文・図画コンクール」

夏休みの課題で挑戦した「ごはん・お米とわたし 作文・図
画コンクール」で３名の人が入賞しました。夏の募集だったので
すが、全国審査まであるので、つい先日、賞状などが送られて
きました。そこで、チームスでの全校集会で、みなさんに紹介しま

�した。受賞、おめでとう
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★★★ 受賞者紹介 ★★★
【図画の部】
熊本県農業協同組合中央会会長賞、全国審査 優秀賞 ３年 竹下慧さん「ぼくの田植え」
佳作 ５年 岩本京楓さん
【作文の部】
優秀賞 ４年 牛嶋愛梨さん「じいちゃん、いつもありがとう」
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。

じ
い
ち
ゃ
ん
、お
い
し
い
お
米
を
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

〔
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
の
感
謝
と
尊
敬
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。〕

【審査員の講評】
水を張った広々とした水田での

田植えの体験を表現した爽やかな
作品です。水の透明感や反射した
様子を水彩絵の具と水加減で実に
うまく表現しています。腰をかが
めて丁寧に田植えをする「ぼく」
の様子、そして「ぼく」を隣で見
守っているのは家族でしょうか、
眼差しにとてもあたたかさを感じ
ます。衣服のピンクや畦道の黒も
画面に変化を生み出しています。


